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審 査 結 果 の 要 旨 

  

本研究は、新生児低血糖による脳障害の背景を明らかにする目的で、鳥取大学医学部附

属病院で新生児低血糖を示した60例を、知的障害、発達遅滞、脳性麻痺またはてんかんを

合併した12名と神経学的後遺症のない48例に分類し、後方視的に関連する症状を検討した

ものである。この結果、低血糖が重症（15 mg/dl以下）で、低血糖の持続が長い例で、神

経学的後遺症がおこることを明らかにした。さらに、後遺症を残した例では、妊娠中毒症、

胎児仮死、1分のアプガースコア5点以下、新生児けいれん、病的な黄疸の合併が有意に高

く、これらの合併が低血糖に伴う脳障害を悪化させるリスクファクターであることを明ら

かにした。新生児低血糖に伴う脳障害はまれではなく、そのリスクファクターは、新生児

低血糖による二次的脳障害を予防する上で重要であり、明らかに学術の水準を高めたもの

と認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


